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【
小
平
東
村
山
・
書
記
・
横
山

賢
介
通
信
員
】
4
月
5
日
に
支
部

事
務
所
に
て
代
議
員
・
特
別
代
議

員
あ
わ
せ
て
46
人
が
参
加
（
委
任

出
席
39
人
）
し
、
第
4
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
感
染

防
止
に
留
意
す
る
た
め
代
議
員
数

も
例
年
よ
り
削
減
し
た
他
、
当
日

は
マ
ス
ク
の
配
布
・
着
用
や
消
毒

液
の
設
置
な
ど
を

行
な
い
、
議
事
日

程
も
大
幅
に
短
縮

し
ま
し
た
。

冒
頭
の
井
上
委

員
長
の
あ
い
さ
つ

で
も
こ
の
異
例
の

事
態
に
触
れ
た
う

え
で
、
「
東
京
土

建
は
運
動
体
。
例

年
ど
お
り
と
は
い

か
ず
と
も
、
組
合

員
が
一
丸
と
な
り

協
力
し
て
が
ん
ば

ろ
う
」
と
代
議
員

へ
向
け
た
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
石
塚
書
記
長
の
基
調
報
告

で
は
、
支
部
結
成
以
降
組
織
人
員

が
減
少
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
群
の
組
織
強
化
や
1
0
0

人
増
勢
な
ど
の
目
標
を
盛
り
込
ん

だ「
3
カ
年
計
画
」を
提
案
。

初
年
度
の
2
0
2
0
年
度
は
ま

ず
�
組
織
人
員
の
減
少
を
食
い
止

め
る
�
年
と
位
置
付
け
、
一
人
も

減
ら
さ
ず
2
0
2
1
年
を
迎
え

る
。
ま
た
8
月
に
控
え
た
支
部
結

成
5
周
年
行
事
の
成
功
を
め
ざ
し

ま
す
。

す
べ
て
の
総
括
・
方
針
提
案
は

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
全
体
の

議
事
は
予
定
よ
り
早
い
2
時
間
半

で
終
了
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
井
上
清
一
。
副
委
員
長
・
小
平

隆
男
、
飛
田
重
男
、
関
田
眞
。
書

記
長
・
石
塚
一
広
。
書
記
次
長
・

山
下
正
徳
、
奥
田
八
志
、
増
田
邦

彦
、
近
藤
祐
樹
。

マスク姿であいさつする石井港支部委員長

【
港
・
書
記
・
御
﨑
誠
人
記
】

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
拡
大
す
る
中
、
政
府
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た

直
後
の
4
月
8
日
、
第
66
回
港
支

部
定
期
大
会
を
東
京
土
建
み
な
と

会
館
に
て
15
人
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

港
支
部
の
管
轄
で
あ
る
港
区
・

中
央
区
・
千
代
田
区
の
都
心
3
区

に
展
開
す
る
中
小
建
設
事
業
所
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
本
部
総
合
事
業

支
援
セ
ン
タ
ー
、経
営
セ
ン
タ
ー
、

顧
問
契
約
す
る
税
理
士
事
務
所
な

ど
の
法
律
家
も
含
め
、
中
小
零
細

事
業
者
の
実
務
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
出
来
る
実
務
機
能
を
充
実

さ
せ
、
業
種
間
の
交
流
や
労
働
者

供
給
機
能
を
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
本
部
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

支
部
・
他
組
合
と
の
協
議
を
す
す

め
な
が
ら
、
活
動
地
域
の
再
編
と

組
織
活
動
、
労
働
運
動
を
進
め
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
役
員
の
選
出
で
は
、
役
員
選

考
委
員
会
が
推
薦
し
た
す
べ
て
の

役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
石
井
正
。
副
委
員
長
・
川
﨑
久

則
、
清
水
弘
之
。
書
記
長
・
出
井

章
史
。
書
記
次
長
・
軍
司
有
紀
乃
、

御
﨑
誠
人
。

支部5周年行事も成功させる（小平東村山）

【
西
東
京
・
書
記
・
関
真
太
郎

通
信
員
】
第
60
回
支
部
定
期
大
会

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
4
月
27

日
、
支
部
事
務
所

に
て
、
大
幅
に
時

間
短
縮
、
人
数
を
制
限
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、
社

会
保
障
改
悪
と
改
憲
を
許
さ
ず
、

建
設
産
業
民
主
化
と
地
域
に
信
頼

さ
れ
地
域
に
根
付
い
た
、
群
・
分

会
・
支
部
を
つ
く
り
、
新
た
な「
組

織
拡
大
・
確
立
強
化
の
3
カ
年
計

画
」
で
安
定
し
た

1
7
5
0
人
支
部

を
建
設
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
、
代

議
員
定
数
38
人
に

対
し
、
8
人
参
加（
支
部
4
役
）、

26
通
の
同
意
書
で
過
半
数
に
達

し
、
2
0
2
0
年
度
の
運
動
方
針

案
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
新
役
員
を
代
表
し
て
、

唐
鎌
委
員
長
が
「
今
回
の
大
会
は

特
別
措
置
と
し
て
の
開
催
と
な
っ

た
の
で
、
支
部
大
会
で
議
論
で
き

な
か
っ
た
事
柄
に
関
し
て
は
、
事

態
の
収
束
後
に
仲
間
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
作
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
」と
、
あ
い
さ
つ
を
し
、

仲
間
の
団
結
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。新

4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
唐
鎌
昭
二
。
副
委
員
長
・
本
間

益
仁
、
佐
藤
正
広
、
柴
崎
憲
一
。

書
記
長
・
島
崎
慶
一
。
書
記
次
長

・
関
真
太
郎
、
石
島
淳
、
渡
辺
裕

介
。

【
品
川
・
書
記
・
小
島
毅
記
】

4
月
18
日
、品
川
支
部
会
館
に
て
、

第
63
回
定
期
大
会
を
28
人
の
代
議

員
（
委
任
状
92
人
）
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
佐
布
大
会
準
備
委
員
長

よ
り
、
主
婦
の
会
が
手
作
り
し
た

マ
ス
ク
を
着
け
て
感
染
予
防
し
よ

う
と
の
発
言
が
あ
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

野
村
執
行
委
員
長
か
ら
は
、
こ

の
よ
う
な
形
で
の
開
催
と
な
っ
た

事
に
対
す
る
お
詫
び
、
さ
ら
に
は

山
積
す
る
諸
課
題
に
向
け
た
思
い

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

事
前
質
問
の
形
式
を
と
っ
た
こ

と
で
、
議
題
を
精
査

し
、
約
1
時
間
で
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通

り
。
委
員
長
・
野
村

和
好
。
副
委
員
長
・

関
口
浩
助
、
津
田
光

久
、
松
井
広
仲
。
書

記
長
・
小
林
紀
久
夫
。

書
記
次
長
・
五
日
市

浩
志
、
小
島
毅
、
新

関
仁
。

【
清
瀬
久

留
米
・
書
記

・
池
崎
健
司

記
】
4
月
26

日
、
第
52
回

支
部
定
期
大

会
が
16
人

（
代
議
員
16

人
、
委
任
状

29
通
）
の
参

加
で
清
瀬
久

留
米
支
部
会

館
に
て
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

最
初
に
前
川
委
員
長
よ
り
昨
年

の
仲
間
づ
く
り
運
動
の
結
果
、
年

間
実
増
で
終
わ
れ
た
こ
と
の
感
謝

と
、
し
っ
か
り
と
令
和
2
年
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
の
言
葉
で

始
ま
り
ま
し
た
。

新
年
度
も
仲
間
作
り
運
動
と
し

て
、「
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
運
動
」

に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
、
大
会
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
た
め
、
不
要
不
急
の
外

出
自
粛
や
、
密
集
・
密
接
・
密
閉

の
「
3
密
」
を
避
け
る
よ
う
求
め

ら
れ
、
組
合
活
動
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
が
、
今
こ
の

時
に
も
困
っ
て
い
る
組
合
の
仲
間

の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
、
東
京

土
建
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
出
来
る
支

部
体
制
作
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
前
川
達
夫
。
副
委
員
長
・
尾
芦

富
雄
、
川
村
裕
也
、
笹
原
康
弘
、

五
十
嵐
留
夫
。
書
記
長
・
小
田
澤

陽
一
。
書
記
次
長
・
川
本
尚
之
、

砂
川
恵
、
本
島
厚
司
。

小林品川支部書記長が昨年度の
活動を報告

新型コロナウイルス感染防止を
徹底して開催した（清瀬久留米）

【
村
山
大

和
・
書
記
・

唐
澤
孝
輔

記
】
第
53
回

村
山
大
和
支

部
定
期
大
会

が
4
月
5

日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大

の
た
め
、
急

き
ょ
場
所
を

変
え
、
東
京

土
建
村
山
大

和
支
部
会
館

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

時
間
も
短
縮
の
中
、
十
分
な
議

論
の
時
間
も
取
れ
な
い
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
2
0
2
0
年
度
方

針
と
し
て
、
も
う
一
度
原
点
回
帰

し
2
0
0
0
人
支
部
突
破
に
向
け

て
が
ん
ば
ろ
う
と
一
致
団
結
し
ま

し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
相
山
昇
司
。
副
委
員
長
・
宮
澤

良
明
、
荻
野
輝
明
、
大
田
穣
充
。

書
記
長
・
白
倉
良
道
。
書
記
次
長

・
唐
澤
孝
輔
、
平
野
隆
之
。

仲間をサポート
キヨクル運動に一丸

「
３
カ
年
計
画
」で

小 平
東村山

１
０
０
人
増
勢
へ

清

瀬

久
留
米

多摩北ブロック多摩北ブロック
小平東村山、西東京
清瀬久留米、村山大和

原点に回帰して
２０００人支部突破へ

組
織
確
立
の
３
カ
年
で

西東京

１
７
５
０
人
支
部
へ

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
実
務
な
ど

港

村
山

大
和

労
働
者
供
給
も
発
展

諸
課
題
山
積
だ
が

品川

感
染
予
防
し
が
ん
ば
る

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

港
、品
川


